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発表力を高めるパフォーマンス 
―スピーチ，ドラマ，歌で発掘する英語力― 
 
 
一 色 真由美 
 
1. “寄り道世代”と向き合う教育 
1.1 実学の壁に，映画で風穴をあける 
専修大学で英語の授業を担当して 12 年が経過，その前半はいわゆる「就職
氷河期」の只中にあたり，大学生の間に資格取得熱とともに一種の実学志向
が顕著になり始めたころである。大学を初めとする各種教育機関はこれに答
えるべく様々な選択肢を用意し,多様化する学生の趣向を引きつける商業体
制が年々出来上がる。問題は，学内外でそうした魅力的な資格直結型の学習
プログラムに次々と手を出した結果，広く浅い見識を経ただけで何ひとつ自
分の目標分野と呼べるものが定まらない，器用な若者が増えてきたことであ
る。このような人たちを,仮に「寄り道世代」と名付けよう。この世代が「本
当に自分のしたいこと｣，「するべきこと」の発見にたどり着くには，長い時
間がかかる。教育現場や社会は，若者の目移りを助長してきた結果として，
彼らがじっくり腰を据えて何かに取り組む姿勢を殺いでいることについて責
任がないとは言い切れない。 
 いまや実学の壁に囲まれた学びの場に細い隙間をあけ，商業主義を目指さ
ない芸術，文学，文化をそこへ割り込ませるのは容易なことではないと，お
よび腰の指導者が増えている。芸術や文学や文化を教えつつ若い人たちに英
語を「楽しむ」余地を見出させる，ひいては人間理解や社会へその関心を繋
ぎとめるアカデミックな試みは，実用英語のブームを前に撤退を迫られるか
のような時勢にある。 
 しかしながら今のような苦しい時代に，苦しい競争型の教材をあてがって
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も，学生たちには一過性の苦労しか残らない。文学・芸術に代わって“寄り
道世代”本来の感性と趣向に少なからず受け入れられ，英語教育のインパク
トの生き残る素材があるとすれば，それは映画である。平易で親しみやすい
セリフや映像や音楽という切り口から人を招き入れ，次第に奥深く，知らな
かった社会や見えなかった心理への理解へと導くことが可能な，その意味で
は多大な影響力を備えた媒体であると言える。 
様々な映画作品を題材に用いたとして，どのような授業形態が最も有効な
のだろうか。ちなみに法学部「スクリーン・イングリッシュ」の履修生への
授業アンケート(2010 年度前期末実施)では，「最も望んでいる授業形態
は？」の質問に対し，「教師との対話/ディスカッション」と答えた人が，「作
文，発音などの演習中心」，「講義を中心に」をダントツに抜いている。「意
見を言いたい」学生の思いを反映していると言える。人数の多いクラスで「対
話」を導入した場合，たとえば 2009 年までの生田「スクリーン・イングリッ
シュ」では，40～60 名ほどの出席者に毎回数名ずつ過不足なく意見を求める
と，学生が自分なりの英語で答えを返してくる。それは後期の終りに近づく
ほど，顕著になっていく傾向にあった。 
これが LL 教室の学生であれば，口語による「演習中心」を望む人が多い
はずで，必修英語クラスにおいても実際，学生たちの口語演習好き傾向は，
その反応の良さで知らされる。今回の研究発表に至ったのも，映画を題材に
スピーチ，ドラマ，歌といったパフォーマンスを課題に導入した折，学生た
ちのチャレンジ精神や，隠れた能力の爆発的ともいえる発現に感動したこと
を伝えたかった。その授業展開例と指導例について，本論を可能な限り次世
代を担う先生方に伝える機会にできれば，この上なく幸いである。 
 
1.2 “寄り道世代”は，発言が苦手？ 
 日本の学生の多くは，言葉による発表が得意ではない，と一般的に言われ
るが，彼らはコミュニケーション自体が嫌いなわけではなく，自分で物事を
考える習慣が不足しているわけでもないことが，授業中の対話や論述の中に
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読み取れる。人前で話す経験，発表の場が圧倒的に不足しているのである。
子どもの頃から経験や場数を踏んでいないから，自己表現への自信そのもの
が揺らぎ，何となく周囲に溶け込んで没個性を装う，つまり目立たずにいよ
うとする。いきおい前傾姿勢でボソボソ声になり，歯切れが悪く，説得力も
伴わない。他者を説得する必要性や意思自体が欠落している。日本語でさえ
そうなのだから，外国語では押して知るべしであろう。 
 それではさぞ発言が苦痛かと思うと，そうではなく，彼らは自分たち個々
の反応への関心をもって質問を向けられた場合，しばしばその気になって話
し始める。大人数のクラスでは，4～5 人ずつのグループを作ってディスカッ
ションをさせている間，机の間を指導者が歩き回って，学生の近くで話をし
たり質問を受けたりする。そうした個別のやりとりを数回経たあとでは，学
生が教壇に立って話すことに対する抵抗は確実に薄らいでいる。そして結構
楽しんでいる様子が見て取れる。「プレゼン」は授業にメリハリを与えるだ
けではなく，社会に出てから「必要になること」という認識が，多かれ少な
かれどの学生にもあるものと見受けられる。 
 
2. “寄り道世代”との，忘れ難い英語プレゼン授業 
2.1 “総合学習”としての speech making 
 ここでは 2006 年度，2007 年度に法学部 LL（「英語リスニング 2」）で実
施した 3 分間スピーチ・メイキングの指導法について述べる。 
大学生のスピーチ・コンテストで通常行なわれるのは 7 分間スピーチだが、
後期の 12～14 週間で初心者が発表まで完走できる演習として，3 分間の
prepared speech を作成し，最終授業日に学生一人一人の発表を行なう。 
prepared speech の他に，impromptu（即興演説）のスタイルがある。後者は
その場で与えられたテーマについて 30 分ほどの制限時間内に論旨をまとめ
て英語で発表するもので,相当な英語力を必要とするため授業で行なうのは
無理があるが，前者は準備次第で一般の大学生にも十分に可能である｡
prepared speech は，物事を自分で｢考える」，英語らしい文章で原稿を「書
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く」，指導者または native speaker の校正を経て，推敲を重ねた文章を何度も
「口語練習する｣，「おぼえる｣，そして正しく効果的な delivery 方法で「プ
レゼンする」―つまり最も総合的な語学経験を可能にし，学ぶ人にとって忘
れ難い体験となる学習法と言えるだろう。 
 個々の speaker がまず視野に入れなければならないのは，audience の存在で
ある。スピーチ原稿を作成する際，聴き手に対してどう働きかけたいのか，
アプローチの方向を明確に決める。その切り口は，“informative,” “stimulating,” 
“convincing”などの目的により異なってくる。一例として，ドキュメンタリー
映画 An Inconvenient Truth（『不都合な真実』，2006 年度，アメリカ製作）で
の Al Gore1氏のレクチャーを見ると，結論部を除く大部分を，氏は地球温暖
化に関する様々なデータを解析しつつ知識を与える informative speechのスタ
イルを保ちながら，その中で audience に「温暖化の要因を人間が作り出して
いる」ことを繰り返し示唆し，刺激を与え考えさせる stimulating speech とし
て機能させ，最終的には，”It is your time to seize this issue. It is our time to rise 
again to secure our future.”という一節に読み取れるように，convincing speech
の正体を初めて露わにする。ゴア氏は結局この部分へ最も audience の気持ち
を導きたいのであるが，もし最初から convincing なトーンで飛ばした場合，
彼のレクチャーは audience の反発を招きかねない。そこで客観的な
information や data を次々と与え，地球温暖化について徐々に認識を高めた上
で，この一種クラシカルな parallel construction2を用いた結論部に突入する。
（研究発表においては，映画から学ぶ speech の例/recitation 課題例を提示）。 
 スピーチの原稿作成から得られることは，第一に書き手自身がひとつのテ
ーマを発見し，考察を深め，自分の視点（perspective）を確立すること。第
二に，論理的思考（logical thinking）を養うこと，第三に，英語の作文力，特
                                                                 
1 Albert Arnold Gore, Jr. (1948~): 元アメリカ合衆国 45 代副大統領。早くから環境問題
の論客として知られ，地球温暖化に関するスライド・ショー付きレクチャーを世界
千カ国以上で行なう。その啓蒙活動に対し 2007 年度ノーベル平和賞受賞。 
2 フレーズの一部を繰り返すことで音声のリズム感を増し,センテンスの内容を強調
的に印象づける，スピーチ・ライティングのテクニック。 
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に英語らしい英語表現力（writing skill）を培うことが考えられる。自分の書
いた文章を他者，特に native speaker ならどう書き直すか，また自分なら他者
の表現または視点のどこが気になるか―書き手同士が意見/批評交換する機
会が持てるとすれば（その時間と状況を作り出すことは，一般教養英語教育
の現体制においては困難ではあるが），学習効果が増幅することは疑う余地
がない。 
 
2.2 3 分間 prepared speech の作成プロセス 
 概要を把握したところで，スピーチの草稿に着手する。まず「何を語るか？」，
題材の選定（choice of material）を前期の終りまでに完了する。一般的に topic
を決める際，考慮すべき点は，その topic が時勢に沿っているか（timely?），
話すに足る重要性をもった事柄であるか（significant?），聴き手にとって興
味深いと感じられる内容か（ interesting?），強い印象を残し得ることか
（impressive?）。こうした条件に見合った話題であれば，学生自身が日頃考
えている身近な問題から，事件，時事に至るまで自由に選定できるのだが，
ここでの topic は，特に課題映画作品の内包する様々なテーマの中から選択
してもらう。ちなみに法学部「スクリーン・イングリッシュ」履修生へのア
ンケート（2010 年度前期末）で，「題材として最も学びたいと思う映画のジ
ャンル」をたずねたところ，「ノン・フィクション/ドキュメンタリー」と答
えた人 8 名，「スポーツ/冒険｣，「ロマンス/青春」が 1 名ずつ，「犯罪/法
廷劇」を学びたい人は，法学部であるにもかかわらずゼロであった。（研究
発表では，参考資料として映画から考えるテーマのリストを提示）。 
 課題の中から最も興味を感じる/書き易いと思えるテーマを見つけ，自分の
考察をスピーチのスタイルに書き下ろす。この作業は学生たちの夏季休暇中
の課題とし，9 月の第一週末くらいまでに草稿を指導者宛てに e-mail で添付
送付してもらう。送られてきた英文の添削とともに，書き手の目的を明確に
させ，「論旨を整える」作業を指導する。 
 後期最初の授業で，学生一人一人が自分の題材について級友と話し合う，
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気軽なミーティングの機会が持てることが望ましい。スピーチ・メイキング
は独立独歩の学習になりがちだが，アイディアを他者と共有することで，自
分の perspectives に良い刺激と変化がもたらされる可能性は大きい。級友から
得たコメントと指導者からの指摘を踏まえて学生たちは第 2 稿の作成に入る
が，この段階から，できれば native speaker の先生による英文チェックを受け
られるのが理想であり，連携教育体制をとれることにより，この演習が本当
の意味で成功に至ると言えるだろう。スピーチの完成までに原稿を書き直す
回数は，最低 2 回，書き手によっては 3～4 回の推敲が必要になる場合も
あり，学生も指導者も時間との闘いに苦しみつつ 11 月半ば頃からようやく
口語練習に至る。 
 
2.3  論旨の組み立てと整理：例 
 2006 年，法学部の LL 教室において一人の 4 年生が書いた第 3 稿を，良く
出来た 3 分間 prepared speech の一例として，ここに紹介したい。ドキュメン
タリー映画 Bowling for Columbine（Michael Moore 監督・製作，2003 年度アメ
リカ作品）に着想を得たスピーチである。 
 
Title: Bowling is Boring 
  “The two by-products of that whole tragedy were; violence in entertainment and 
gun-control.” This phrase was spoken by Marilyn Manson, a heavy-metal rock artist. 
In his interview, he talks about the shooting at Columbine High School, and how 
people have criticized him. They claim that his songs influenced the teenage minds 
to cause the disaster. The interviewer is Michael Moore who featured Manson in his 
documentary film, Bowling for Columbine. 
  The film argues whether it is right or not for people to have guns. It is shocking 
for us to know that the suspects were 2 high school students. Moreover, they had 
played bowling at 6 in the morning, just before they shot and murdered 12 students 
and a teacher. The police insist that there is no connection between the bowling and 
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shooting. But I don’t think so. I think the Columbine case is seriously connected 
with the bowling games the young killers often did. 
  Now, why did they play bowling before shooting?  Let’s think about it. One of 
their school mates says, “They were not good at bowling they chose for the physical 
education.”  At first, they wanted to be good players, and practiced bowling even 
after school. But no matter how hard they tried, they never got better. One day in the 
alley, they finally felt disgusted with their efforts to become good students in the 
gym class. Yes, they did get bored with bowling. 
  Obviously, it is so easy to purchase guns and bullets in Littleton, Colorado, a 
small town where this school is located. What makes it so easy to buy guns? They 
say, ‘To have arms is granted as a human right, and that is protected by the United 
States’ Constitution.’  In America, to be armed with guns is justified as ‘self- 
defense. ’ 
  What do you think about possessing or carrying guns?  I am absolutely against 
having guns. Arms will never bring you safety or peace, but just fear. All I hope is 
peace of the world without arms. All they needed for Columbine High School was, 
at least, someone excellent at teaching bowling.” 
(Written and delivered by T.I., a senior student of the Law Dept., in 2006) 
 
 この 3 分間スピーチ原稿を例に，次に示す基本的な論旨の組み立て方
（development of ideas/ paragraph structure）を考える。 
Introduction: テーマの紹介，聴き手への問いかけ，興味を引く効果的な導入
部（1 パラグラフ） 
Body: ディテール／データの提示と解説，自分の中での議論，主張に対する
客観的な裏付け（2～3 パラグラフ） 
Conclusion: 聴き手にインパクトを与える結論部，印象に残る，力強い締めく
くり（1 パラグラフ） 
 T.I.君の原稿の冒頭は，マリリン・マンソンへのインタビューからの引用。
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“ショック・ロッカー”と呼ばれ異端視される彼の歌う歌詞が，十代の心理
に悪影響を及ぼし，コロンバイン高校銃撃事件3の惨劇を招いたのではないか，
という地域社会の風評を端的に紹介している。この Introduction の末尾に，マ
ンソンにインタビューしたのがマイケル・ムーアであり，彼のドキュメンタ
リー映画 Bowling for Columbine のタイトルが初めて紹介される。ここではす
でに「なぜ事件は起きたのか？」のテーマ考察に繋げるための問題提議が，
「マンソンに対する社会の批判」を通じて間接的に行なわれている。 
 続いて Body を成す 3 つの段落が展開する。最初のパラグラフでは，銃撃
事件を起こしたのが二人の高校生であったという衝撃的な事実，そして 12
人の生徒と一人の先生を撃ち殺した直前の朝 6 時，二人はボーリングをやっ
ていたという事実が紹介され，さらに，警察は「ボーリングと銃撃事件との
因果関係はない」と言っているが，「僕は違うと思う」と，書き手自身の見
解が述べられ，「コロンバイン事件は，若い殺人者たちが常日頃からやって
いたボーリングと重大な関係がある」と，ひとつの結論が提示される。 
続く段落では，この結論に関する裏付け考察が行なわれる。容疑者の少年
たちの心理的要因，そして銃器を手に入れやすい地域社会の背景とともに，
「銃による武装」を国民の自衛手段として「正当化している」合衆国憲法4に
ついて，それぞれ Body 第 2，第 3 パラグラフにおいて記述している。 
Conclusion のパラグラフでは，「銃所持についてどう考えるか？」という
主要な問いかけがなされ，「僕は絶対反対である」と言い切る。「武器は恐
怖しかもたらさない」という一文は，彼がこの映画に学んだテーマそのもの
に通じる。そして最後のキメは，”All I hope is…,” “All they needed for 
Columbine High School was…”という parallel construction を用いた，上質な皮
                                                                 
3 1999 年 4 月 20 日，コロラド州の公立高校で起きた無差別乱射事件。犯人の高校生
二人の動機には，いまだに謎が残る。この日の朝，合衆国（クリントン大統領）に
よるコソヴォへの爆撃が行なわれている。 
4 「修正第 2 条」での，「よく規律された民兵は,自由な国家の安全に必要であるから,
武器を保持し携帯する人民の権利はこれを侵してはならない」という一文が，「国
民が武装する権利を保障したものだ」と解釈されることでしばしば問題となる。 
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肉を匂わせる締めくくり文である。 
 このパラグラフ内容構築方法は，スピーチ以外にも例えば論文やレポート
の執筆の際に参照できるので，一度は把握しておくと良いが，あまりスタイ
ルにとらわれない方が，自由な魅力ある記述になる場合もある。ただ，良く
出来た原稿を読むと，自然とこの基本形が守られていて，論旨が飛躍せず各
パラグラフ間が無理なく繋がり，理解を得やすいと言える。また各パラグラ
フの分量がだいたい同じになるように調整することも念頭に置いて執筆する
と，バランスのとれたアイディア展開となる。 
さらに各パラグラフの最終が，最もインパクトの強い一文で締め括られる
と，より効果的になる。先述のスピーチを例にとると，1 番目のパラグラフ
（以下，para.2, para.3と記す）では，The Bowling for ColumbineとMichael Moore
の紹介，para.2 では，「事件は，ボーリングと密接な関係がある」。para.3
では，「ある日，ボーリング場のレーンに向かった二人は，ついに嫌気がさ
した。体育のクラスで優等生になろうと努力することに。そう，ボーリング
にはとことん退屈してしまったのだ」。para.4 では，「アメリカでは，銃で
武装することが“自己防衛”として正当化されているのだ」と，スピーチの
根幹を成すそれぞれの考察が，かなり強い表現で結ばれている。そして最後
の一文は，アスリートでもある書き手自身の人物像を浮かび上がらせ，さり
げないユーモアで印象づける。 
 
2.4  語彙の選択，文の長さ 
Choice of words については，原稿の中で同じ言葉の繰り返しを避けること
に留意する。特に初心者の文章にはよく同語の反復が見られるが，出来る限
り同義異語を用いて，文章が単調になることを防ぐ。先例のスピーチ Bowling 
is Boring（下線部）を見ると，”to shot”/”to kill”/”to murder”，”the suspects”/”killers”，
“the physical education”/”the gym”，”guns”/”arms”，“having”/”possessing“という
具合に語彙を使い分け，“practiced bowling”を繰り返すかわりに”no matter how 
hard they tried”と置き換え，”in the bowling parlor”と言うかわりに”in the alley”
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と表現する。この”in the alley”という言葉の double meaning として，学校や家
庭や小さいコミュニティでの日常に閉塞感を味わっていたと思われる二人
の少年5の心理をも同時に示唆していて，見事な choice of words と言える。 
また audience のほとんどが同年代の学生であることから，できるだけ短く
て耳慣れた言葉遣いが好ましい。たとえば，よく新聞などで目にする”the 
Columbine Massacre”といった重厚な表現のかわりに，ここでは”the Columbine 
case”（コロンバイン事件）と簡素に言い換える。 
words と同様，sentence の長さにも配慮する必要がある。スピーチはあくま
でも audience つまり英語を外国語として学ぶ人たちが文字を見ずに，耳で聴
き取れるものでなければ意味がない。できるだけ短文を用い，簡潔で理解し
やすい文体を心がけることが大切である。 
 
2.5  自分の中での議論と裏付け，ディテールを尽くすこと 
Discussion（in yourself）とは，すなわち書き手自身の頭の中で”Yes”と”No”
どちらの立場からも debate が出来ているかどうかの問題である。というと分
裂人格のような響きがあるが，実際 7 分間スピーチのように長い内容になれ
ばそれだけ，一方通行の議論は避けなければならない。たとえば，「自分は
銃所持には反対ではあるけれど，銃を備えずには生活できないという人，自
分の身は自分で守るのが社会に対する責任だという人もいる。しかしながら
彼らの陥りやすい過ちは……」といった議論を経て，初めて「銃規制」の主
旨へと聴き手の感情を引っ張ることができる。 
スピーチの中での断定口調は極力避けるが，かといって，maybe, might, 
perhaps, probably などをやたら用いて焦点をぼやかすことも避けなければな
らない。言うべきことはスパッと言い切るが，その主張を裏打ちする，
proof/evidence に匹敵する記述を用意する。決定的な「実例」をひとつ披露す
                                                                 
5 ごく普通の家庭の子どもで，マリリン・マンソンと「トレンチコート・マフィア」のフ
ァンだったという。計画的に銃を準備し，自分たちの通う高校で無差別テロを行な
ったのち，自殺。その心理は映画『エレファント』において，推測的に描かれる。 
発表力を高めるパフォーマンス ―スピーチ，ドラマ，歌で発掘する英語力― 11 
るというのも有効な手段である。「銃規制」の問題を解説するとき私がよく
引き合いに出す topic は，「服部君射殺事件」6。こうした実例そのものの説
明に割くスペースは，長くても数行におさえる。無駄なく簡潔に，あくまで
も客観的記述にとどめ，事件への批判など主観や感情は一切まじえない。事
件そのものがすでに聴き手それぞれの中で十分な批判や衝撃を呼び起こして
いるはずだからである。 
 スピーチの中で detail を尽くそうとするとき，話し手自身の体験を織り混
ぜると内容に魅力を増すことに違いはないが，この場合も最長で 1 パラグラ
フ以内に収める。「私は｣，｢私が」と続く内容に対して，聴き手は「あなた
は誰？」という気持ちを必ず抱いている。もし自分の経験談に終始した場合，
聴き手の共感を得られないことはもちろん，そのスピーチは 8 割がた失敗し
ていると言っても過言ではない。 
 
2.6  英語らしい delivery に近づけるスキル 
 voice production, pronunciation, intonation, articulation, rhythm, stress & liaison, 
speed & pitch, pause & breath（以上,oral expression 上の注意点について）。 
 pronunciation: 日本語にない”r”と”l”の区別や，”th”と”s”/”z”サウンドの区別
を，特に初心者にはどう示すか。右手で上口蓋の形を作り，左手を「舌」に
見立てて右手の平の下に添え，“r”と”l”の発音時の口蓋内の位置を手の側面か
ら示してみせる。舌と歯による，”th”と”s”/”z”音の構成。その他にも”f”と「お
風呂」の「フ」音の違い，”v”と”b”の違い，母音においては 4 通りの”a”音の
区別を明確にする。長母音の伸ばし方が短くならないように，また単語のア
クセントの位置を間違えないよう，繰り返し注意を促す。これらの細かい発
音指導は，初心者には行なわないという指導者もいるかもしれないが，むし
ろ初心者のうちにこそ認識し，正しい発音で言葉を言い慣れておくべきであ
ると考える。 
                                                                 
6 1992 年 10 月，ルイジアナ州バトンルージュで起きた高校留学生・服部剛丈君銃撃。
犯人は無罪となったが，民間人が銃を簡単に所持できることへの批判を巻き起こした。 
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 rhythm, stress, liaison: 読みの練習を重ねてスピードが上がるに従い，たい
ていの学生は英語のリズムが良くなっていくが，最初のうちは特に stress を
置くべき語，ゆっくり読む箇所と速く読む箇所とを意識的に区別し，メリハ
リのある音読の習慣をつける。併せて単語間の liaison を指導するが，音に敏
感な学生は sentence がなめらかに繋がるよう練習を積むうちに，liaison も体
得しているケースが見られる。 
 speed, pitch, pause: スピーチを行なうスピードは，英語を外国語として学ぶ
学生が聴き取れるくらいを原則とし，各パラグラフ間に十分な pause を置く。
conclusion の最終文では一段とスピードを落とし，「これでスピーチは終り
ます」というサインを audience に送る。pitch（声の高さ，上がり下がり）は，
特に高いキンキン声にならないこと，ひとつの sentence の中で発声量が著し
く変わらないことなどに留意する。 
 
2.7  「アガり」を克服するには 
 oral expression 以外にも，posture, gestures, eye contact, mood などが delivery
の重要なスキルと見なされる。 
 posture（姿勢）と eye contact（目線）は中でもスピーカーの印象を決める
大切な要素である。両足を肩幅に開き，利き足を少し前へ出して立つことで，
身体が前後左右にぐらつくのを防ぐ。話しながら首を縦に振るくせのあるス
ピーカーもいるが，あまり感じの良いものではない。目線は顎を引き加減に
落ち着かせ，audience のほぼ全体に順次ゆっくり送り，センテンスを度忘れ
しても天井を見たり，伏し目にならないように心がける。gesture を得意とす
る日本人は概して少ないが，直立不動で通すよりも，「ここが肝心」という
下りでは，肘から先での控えめなジェスチャーを添える方が自然に見える。 
 話し手の mood については，「演説」を意識するがゆえに，topic によって
は「暗い｣，｢攻撃的｣，｢泣き」などマイナスの雰囲気に陥るスピーカーもい
るが，ヒステリーは「アガり」の兆候のひとつである。「頭が真っ白」にな
って言葉が出てこない場合は，第一に練習不足が疑われる。アガらないため
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には，センテンスを考えなくても口から出てくるように，音/右脳で憶えるま
での反復練習が必要であるが，かといって全く感情の振幅を感じさせない冷
徹な delivery も，機械的な言葉の上だけの伝達となり，スピーカーの人間味
や情熱が audience に伝わらず，魅力や面白みに欠けたスピーチになる。アガ
りそうになる気持ちを寸前で抑え，ほどよく「ドキドキ」する状態を高揚感
に換えることのできるのが上手いスピーカーと言える。 
  意識をスピーチ内容に集中させること，スピーチを大聴衆に対する演説と
とらえず，友人一人に対する客観的な語りかけのつもりで行なうことでも，
余分な「アガり」を取り去ることが可能である。法学部 LL 教室で 2 年間実
践したスピーチ・メイキングでは，最後まで「自分に負けない」delivery を
貫こうとする学生たちの気迫に圧倒され,スピードと緊張感を増した彼らの
プレゼンに衝撃を覚えた。 
 
3. Recitation: 暗唱課題への初歩的取り組み 
 暗唱とは，あらゆるスタイルの oratorical Englishの基礎を成すものである。
欧米の国語教育では，詩や散文，小説や戯曲を初め，大統領の歴史的な演説
など，様々な題材を活用して生徒に暗唱を行なわせる授業も少なくない。日
本の高校や大学においても，もっと暗唱を取り入れた授業があってもいいと
思えるが，クラスの人数構成や教師への負担などを考慮して実行に二の足を
踏む場合が多いようである。 
 しかしながら若い柔軟な頭脳にとって，今こうした学習の機会を逃すこと
は実にもったいないとしか言いようがない。十代終りから二十代初めの平均
的な若者が，例えば 7 分間スピーチの原稿を書いて暗唱することは，動機と
集中力と十分な練習時間の確保という条件が満たされれば，本来たやすいこ
とである。 
 3 分間の英語素材も暗唱できないという状況があるとすれば，それは英語
能力以前の問題であり，大学生にそこまでの努力を求めようとしない指導者
側の姿勢が疑われるであろう。「学生たちは能力を持っている」，その大前
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提を信じ，多少の無理を押してもやる気にさせるという指導者自身の気概が，
学生による様々な recitation を可能にする。 
ここでは初心者向けの例として，映画から抜粋した speech sequence を暗唱
してみる。natural speed で話して 45 秒～1 分程度の短い素材リストを提示。
今回の研究発表では時間と手順のミスで実現できなかったが，経済学部 3 年
生の S.U.君に暗唱のデモンストレーションをお願いしていた。題材は映画
『LESSON!』より，実在のダンス教師 Pierre Dulaine が，生徒たちに自信を持
たせようと励ますスピーチの一部。S.U.君はフランス，スペイン，ギリシャ，
韓国など多言語を学ぶ語学マニアである。主人公の教師を演じる俳優がスペ
イン語訛りの英語を話すことから，模範的な英語での実演後に，特にスパニ
ッシュ・アクセントで同じラインを暗唱するという実験に協力してもらった。
現実の世界で耳にする英語は，常に正統な native English とは限らず，むしろ
ラテン系やアジア系など様々な出身地の訛りに接する機会が多い。英語教育
の場で純正 native English のみを聴かせなければならないという概念は，過去
のものになりつつあると考えられる。 
ところで指導者自身は，学生に課した recitation 素材をモデル暗唱できる必
要があるのか？ 必要はあると私は考える。なぜならそれこそが生徒の学習意
欲を左右する要素であり，「教師も生徒と一緒に学ぶ」ことが，その課題の
楽しさを芯から実証できる方法でもあるからだ。 
 
4. drama performance: 演劇を授業に取り入れる 
 演劇は，語学の授業でよく行なわれる roll-playing とは一線を画すものとし
て，教材に用いられる機会は多くない。それは演技や演出に関心のある指導
者が少ないことと比例している。また演劇の世界自体の独特性，伝統や格調，
理論の複雑さなどに「敷居が高い」と感じられることにも，演劇が敬遠され
がちになる理由がある。 
 しかしながら，演劇は観る人のものというより，演技者と演出者がそのダ
イナミズムをより多く得る文化でもある。だからこそ英語劇を演じ，演出す
発表力を高めるパフォーマンス ―スピーチ，ドラマ，歌で発掘する英語力― 15 
る機会を語学教育の中にもっと取り入れても良いのではないかと考えるのだ。 
 これまでに述べてきた speech making と，演劇が根本的に異なるのは，スピ
ーチがあくまでも理論的，客観的な伝達を心がけるパフォーマンスであるの
に対し，演劇は語気や動作や表情を通して感情表現を最大限に行なうパフォ
ーマンスであることだ。そのため，人物や状況についての interpretation（解
釈）を，演技者と演出者とが話し合う，または議論を闘わせながらシーンを
練り上げていくという作業が加わる。それが可能なら，学生も指導者も演劇
演習における最大の醍醐味をものにできることになるだろう。 
 
4.1  映画『ヴェニスの商人』シーン演習の手順 
 過去，私が演劇を授業に用いた最初は 2001 年度法学部の「総合英語」。そ
の後，経済学部 1 年の「英語表現」で『恋に落ちたシェイクスピア』（Shakespeare 
in Love  1998 年度，アメリカ映画）からの抜粋シーンを演じる試みに続いて，
2008 年，経済学部 1 年の「英語リスニング」で『ヴェニスの商人』（William 
Shakespeare’s The Merchant of Venice 2004 年度，イギリス映画）の学習に到っ
た。シェイクスピアの原作とほぼ同じセリフ回しとタイミングで進行する，
最も演劇に近い映画脚本のクライマックス，法廷シーンを，役割交替しつつ
8 名の学生が演じた。添付のスクリプト抜粋の内，最もセリフの多いのが「ポ
ーシャ」役で，4 人一組のメンバー全員が順繰りに彼女のラインを暗唱し，
それに対応して他のパートが語られ，動作が付く。演習手順として，次の
instruction をご参照いただきたい。 
“Portray the Characters: Set up a small courtroom and act out the Court Sentence 
scene. Take turns playing Portia, Shylock, Gratiano, Antonio, and the gallery. Since 
Antonio speaks no lines, the actor playing him can act as a prompter for the other 
speaking parts. The gallery should hiss, boo, or shout at the right times. Enjoy!” 
（教室内の一角に小さい法廷スペースを設け，4 人一組で順番にポーシャ，
シャイロック，グラシアーノ，アントーニオの役を演じる。その他の人たち
は，法廷に詰めかけたギャラリー，つまり傍聴者たちの役をつとめる。上の
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4 名のうち，椅子に縛りつけられたアントーニオのみセリフがない。アント
ーニオを演じる人は同時に，セリフをしゃべる 3 人をサポートする”prompter”
を務めるといいだろう。セリフはもちろん暗唱を前提とする。傍聴者は，頃
合いを見てざわざわどよめいたり，ブーイングしたり，グラシアーノと一緒
に叫んだり，法廷シーンを盛り上げるのに一役買う。前に出て演じる主な 4
名と「ギャラリー」とは交替で，全員が楽しんでアクト・アウトしよう。） 
（『青春の映画ゼミ』：Dramatic Cinema English より） 
いずれの年度も，パフォーマンスを学年末評価の対象の一部として採り上
げたが，「評価されている」という緊張は学生たちに微塵も感じられず，の
びのびとした「演技」に，教室は笑いに包まれた。 
 
4.2  心理の解釈と,「呼応し合う」演技の学習 
 この授業で学生が体得できることは心理的解釈の他に，他者の声や表情，
体温，感情のうねりなどに現れる生身の存在感を受け止め，それに応じて自
分が演じること（playing off）がある。相手によって，自分の reaction も違っ
てくることを経験する。他者の心理への解釈と対応は，現実の中で私たちが
常に直面することであり，英語環境の中でそれを疑似体験することは，語学
面のみならず学生の精神的成長にとっても一助あると考えられる。 
 映画『ヴェニスの商人』は，群像喜劇として書かれたシェイクスピアの原
作とは異なり，ユダヤ人の高利貸しシャイロックを主役に据えている。人種
差別への復讐を遂げようとして，逆に窮地に陥る人間の「悲劇」が重心的に
描かれる。借金を返済できないキリスト教徒アントーニオからシャイロック
が担保の「肉 1 ポンド」を取ろうとする裁判のシーンを，学生たちは英語で
演じるわけだが，その際彼らに考えてもらう課題は，裁判官に扮したポーシ
ャの心理である。なぜ彼女は，入廷してから 15 分もの時間をかけた末，「血
は一滴も流してはならぬ」の判決に到るのか？ ナイフがアントーニオの胸に
突きたてられるぎりぎり手前でひらめいて，爆弾判決を叫ぶのか？ あるいは
そのタイミングはすべて前もって計画され，彼女の頭の中でシナリオは完成
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していたのだろうか。状況をどう判断するかによって，ポーシャというキャ
ラクターへの解釈，セリフの言い方やタイミング，表情も変わってくる。そ
してグラシアーノ＝傍聴人たち（the gallery）の反応も，テキストのト書きに
あるように，”profoundly relieved”（心の底から安堵して）と解釈すべきなの
か，それとも”All the sudden, he understands the whole story.”（ああ，そういう
ことだったのか！と，青天の霹靂で話がのみこめる）など別の解釈が成り立
つのか。前者と後者とでは，このセリフ（”Ah, upright judge! Mark, Jew! Learned 
Judge!”）の言い方も違ってくる。 
 授業では，”Tarry!...a little.”と叫ぶポーシャの表情をプレイバックして全員
で観察した後，挙手を求めると，「やはり彼女はすべてを入念に準備してい
たのだ」という方向に，クラス全体の見方が動いている。 
 シャイロックに“罠を仕掛けた”ポーシャの狙いのひとつは，「キリスト
教徒の命を狙った異端者は死罪，その財産は国家に没収される」というヴェ
ニスの法律を有効にするために，公衆の面前でシャイロックにアントーニオ
殺害へのアクションを起こさせること。もうひとつは，おそらく人間一人を
殺すことへの，彼自身の恐怖や良心の呵責を十二分に味わわせ，その絶頂に
おいてバッサリと気をくじこうという目論みである。 
 「ポーシャは恐ろしい女性だ」と感慨を持つよりも，「異端者」があから
さまに苛めと罰を受ける図式が喜劇として上演され，観衆が拍手喝采を送っ
たであろう 16 世紀末のヨーロッパ社会から，本質的には変わらない現代社会
の人間関係に視野を届かせてほしいという意図が，この演習に含まれる。一
生に一度，シェイクスピア演劇をほんの一部，原語で体験してもいいのでは
ないか。苦しんで覚えた実用英語は忘れても，こうした演習体験を学生は永
く忘れないだろう。 
 授業においては，現代英語と古語との比較参照を挙げておきたい。英米文
学科以外の教養英語科目においては，古い英語の教材は避けるようにという
学部からの指示があるが，old and contemporary の区別もつかないほど学生た
ちは愚かではない。簡単な対照表を配布した上で相違点を一度説明しておく
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ことで，事は足りる。 
 
5. singing：「基礎クラス」が体験する初歩的英語環境 
 2010 年度，経済学部 1 年の読解基礎クラスは，留学生 2 人を含む 43 人の
学生たちで騒々しかった。簡単な口語英語を読ませても読めない，意味の見
当もつかない，訳せない。体育系の部活のため連続で欠席する学生も多く，
一人一人の学習に目を行き届かせるには多すぎる人数。「これは英語の授業
にならない」と判断した 6 月初旬，ちょうど彼らが学んでいたノン・フィク
ション『LESSON!』（Take the Lead, 2006 年度，アメリカ映画）の内容と関連
のあるガーシュイン7の有名な歌 3 曲を歌わせてみることにした。Swanee, 
Summertime, Someone to Watch over Me の歌詞に日本語訳をつけて配り，コー
ラス部分のメロディをリードする。果たしてほとんどの学生が，何の抵抗も
なく最後まで歌った。授業後，退室するときにも Swanee を口ずさんでいる
学生がいる。 
 題材となる実話映画の舞台は，1990 年代のニューヨーク市ハーレム地区の
公立高校。家庭や社会から置き去りにされた子どもたちが放課後を過ごす
detention（居残り組）で，hip-hopper の生徒たちに，強引に社交ダンスを教え
ようとする教師の物語である。その頑固なボランティア精神がどこから来て
いるのかを考察するのが，学生たちの課題となる。人種，言語，階級，文化，
世代，暮らし―新旧が混然一体となった「るつぼ」で，主人公はガーシュイ
ンの歌曲と hip-hop music とを実験的に”remix”して生徒たちに踊らせ，人種間
のバリアを取り去る。 
さらに翌週，1 曲を選んで， singing を期末テストの評価の一部にすると全
員に伝えた。といっても学生が納得ずくの上でなくてはならないから，その
                                                                 
7 Ira & George Gershwin: 兄アイラは作詞家，弟ジョージは作曲家。ブルースやジャズ
の影響を取り入れた歌曲や交響曲を作り，20 世紀初めのクラシックを含むアメリカ
音楽シーンに最大の功績を残した。代表的な交響曲 Rhapsody in Blue,『パリのアメ
リカ人』，オペラ『ポーギーとベス』。ユダヤ系の兄弟による黒人音楽という偉大
な”remix”が特徴。 
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主旨を次のように説明する。「みんな英語がいつも聞こえているような環境
にはいなかったと思う。だからここで初めて英語的な環境を作って，勉強し
ようと思う」。 
 そうやって勉強するか? と訊くと，「勉強するー！」と，元気過ぎる声が
返ってくる。この「歌唱」を 25 点，日本語論述を 25 点，残り 50 点を英語の
ペーパー・テストに充てるという「協定」を結ぶ。4 人一組で 3 組ずつ，毎
回終了時間前に評価を行なう。歌唱の条件は，歌詞を見ないこと，音痴でも
いいから口をはっきり開けて歌うこと。果たして次の週から始業ベルととも
にドアを開けると，彼らの選んだ課題曲 Swanee を歌う声が教室のあちこち
から聞こえるようになった。 
 学生たちが壇上で歌う際の prompter は私だが，この場合は「振り」によっ
て歌詞内容を歌い手に伝える。気がつくと，パフォーマンス中の仲間を「応
援」する学生たちが，私と並んで同じ「振り」で踊っている。こうした primitive
な英語環境に彼らを招き入れる試みは，全員のやる気と合格点をもって完了。
次はいよいよセリフを読ませ，演じさせる。本格的パフォーマンス授業に入
るのだ。 
 
6. 2010 年 10 月 6 日，専修大学 LL 研究室主催，外国語教育研究会における
研究発表を終えて 
 「異常気象」の 8 月初め，発表の準備が始まった。早く始めたのは，初め
て経験する「パワー・ポイント」のコンテンツ作成のためである。原稿の骨
格が出来上がると，今度は音入れ。これがなかなかにデリカシーを要する作
業だ。一度作ったものは，いじり直すのが怖いという神経症に陥る。音が入
った映画のスティール写真を，ハンドアウト用の資料に刷りたくなる。刷っ
てみると，絵柄だけでは寂しいから英語セリフを書き込み，訳もつけたくな
る。プロジェクトはどんどん膨らみ，資料の印刷と閉じ込み作業は発表の前
夜に持ち越される。ぎりぎりまで手順に悩みつつ，10 月 6 日の当日を迎え
た。 
20 
 そのちょうどひと月前から，発表会場の P.C.を含む機材全般の操作リハー
サルを，LL 教室の技術専門家・薮納深雪さんの手ほどきで行なっていた。本
番でアシスタントは望めない。何もかも自分一人でやる覚悟を決めていた。
ところが当日，考えてもみなかった色々な手がさしのべられた。機材は経済
学部 3 年の海野晋平君があっという間にセットアップし，資料は LL 事務室
の大黒柱・阿由葉万里子さん（広報も担当）と中村政徳先生の手で配布され
た。何よりこの方々が会場にいて，話を聴いていてくれるのが心強かった。 
 そして，ぶっつけ本番でシャイロックを演じて下さった寺尾格先生。恐ろ
しいほど役にはまっていた。セリフを諳んじつつ，震えが来た。生身の人と
演じ合う，「熱」のようなものをその一瞬，理解した。 
 会が終ってから数人で聴いた海野君の暗唱は，「暗唱」の域を超え，テン
ションの高い「演技」に昇華していた。やり残したこと，言いそびれた内容
の多さに，打ちのめされた。同じことは二度とやるまい。来年は，ぜひ海野
君を全日本のスピーチ・コンテストに出場させよう。そう決心して，混迷の
プロジェクト・「研究発表」の脱力感からようやく解き放たれた。 
 謝辞に代えて。2010 年 10 月              一色真由美 
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